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イ
小
金
井
市
地
球
温
暖
化
対
策

地
域
推
進
計
画
の
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
量
の
削
減
目
標
の
適
切

な
値
へ
の
引
上
げ
が
必
要
で
は

な
い
か
。
ウ
住
宅
用
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
機
器
等
普
及
促
進
補
助
交

付
金
は
、
断
熱
窓
や
遮
熱
塗
装

な
ど
の
メ
ニ
ュ
ー
を
追
加
し
、

予
算
規
模
も
千
万
円
ほ
ど
か
ら

千
600
万
円
ほ
ど
に
増
額
し
て
き

て
良
か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
今

年
は
す
で
に
補
助
の
合
計
が
予

算
額
に
達
し
て
い
る
。
更
な
る

増
額
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
部
長　

ア
環
境
教
育
の
充
実
、

住
宅
用
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
等

普
及
促
進
補
助
交
付
金
の
増
額
、

次
世
代
自
動
車
普
及
促
進
補
助

金
、
省
エ
ネ
チ
ャ
レ
ン
ジ
な
ど

を
行
っ
て
き
た
。
イ
検
討
を
進

め
る
。
ウ
制
度
を
継
続
す
る
。

　

❷
活
字
離
れ
が
進
む
中
、
図

書
館
で
子
育
て
支
援
に
取
り
組

む
意
義
は
大
き
い
。
ア
図
書
宅

配
の
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
サ
ー

ビ
ス
を
妊
産
婦
に
広
げ
な
い
か
。

イ
国
分
寺
市
な
ど
近
隣
市
で
も

実
施
し
て
い
る
図
書
館
で
の
託

児
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
な
い
か
。

　

部
長　

ア
要
綱
の
取
扱
い
含

め
検
討
し
た
い
。
イ
お
子
様
の

安
全
確
保
等
の
課
題
が
あ
り
、

引
き
続
き
検
討
を
要
す
る
。

か
な
対
応
を
し
て
お
り
、
新
設

し
た
不
登
校
対
策
会
議
で
も
学

期
に
一
度
協
議
し
て
い
る
。
育

成
室
利
用
は
学
校
か
ら
具
体
の

相
談
が
あ
れ
ば
協
力
し
た
い
。

　

❷
産
婦
人
科
と
小
児
科
の
オ

ン
ラ
イ
ン
相
談
が
24
時
間
可
能

で
、
医
療
情
報
の
配
信
等
も
で

き
る
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
、
産
後

う
つ
の
リ
ス
ク
を
減
少
で
き
る
。

Ｄ
Ｘ
を
推
進
し
、
人
で
な
け
れ

ば
で
き
な
い
相
談
等
に
職
員
の

リ
ソ
ー
ス
を
注
力
し
な
い
か
。

　
部
長　

今
年
度
は
組
織
統
合

し
て
切
れ
目
の
な
い
対
面
支
援

に
力
を
入
れ
て
お
り
、
併
せ
て

他
市
事
例
等
を
研
究
し
た
い
。

■
そ
の
他
、
学
校
運
営
協
議
会

の
協
議
状
況
を
確
認
し
、
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
等
で
の
広
報
拡
充
と

理
解
促
進
を
提
案
し
ま
し
た
。

で
廃
止
さ
れ
る
が
、
武
蔵
野
市

の
よ
う
な
有
償
移
送
事
業
が
実

施
で
き
な
い
か
。

　
部
長　

ア
継
続
運
行
で
き
る

道
が
な
い
か
模
索
し
た
い
。
イ

国
や
都
道
府
県
単
位
の
広
域
的

な
取
組
が
必
要
で
あ
り
要
望
し

た
い
。
ウ
持
続
可
能
な
運
行
が

難
し
く
な
る
た
め
、
高
齢
者
の

方
は
再
編
前
と
同
額
の
100
円
と

す
る
割
引
制
度
を
導
入
し
て
い

る
。
エ
他
市
の
状
況
や
取
組
に

つ
い
て
調
査
の
上
、
市
と
し
て

取
り
組
め
る
こ
と
が
な
い
か
、

社
会
福
祉
協
議
会
と
も
連
携
し

つ
つ
、
検
討
し
た
い
。

■
そ
の
他
、
都
市
計
画
道
路
の

検
証
に
つ
い
て
、
公
立
保
育
園

の
廃
園
条
例
の
違
法
判
決
の
結

果
に
対
す
る
市
の
対
応
の
是
正

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

は
。
ケ
子
ど
も
へ
の
人
権
侵
害

は
一
刻
も
早
く
や
め
て
ほ
し
い
。 

　
部
長　

判
決
は
原
告
と
の
関

係
に
お
い
て
専
決
処
分
を
違
法
、

条
例
を
無
効
と
す
る
も
の
で
原

告
以
外
の
第
三
者
に
対
し
て
法

律
上
の
義
務
を
生
じ
な
い
。
条

例
は
不
安
定
な
状
態
な
の
で
市

立
保
育
園
の
在
り
方
検
討
の
上

で
必
要
な
対
応
を
す
る
。
原
告

の
お
子
さ
ん
が
最
後
に
１
人
に

な
っ
て
し
ま
う
の
は
課
題
。

　
市
長　

人
権
救
済
の
申
立
は

市
と
し
て
初
め
て
で
重
た
く
受

け
止
め
る
。
市
の
見
解
は
こ
れ

ま
で
議
会
で
答
弁
し
た
と
お
り
。

■
そ
の
他
、
社
会
教
育
の
理
念

の
下
で
の
公
民
館
の
役
割
、
在

り
方
、
歴
史
的
意
義
の
見
解
と

公
民
館
運
営
審
議
会
で
の
有
料

化
の
議
論
を
質
疑
し
ま
し
た
。

行
け
る
よ
う
に
対
応
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
た
。
今
で
は
不
登

校
は
す
ぐ
に
解
消
す
べ
き
問
題

と
考
え
る
こ
と
は
適
切
で
な
い

と
さ
れ
て
い
る
。
ウ
フ
リ
ー
ス

ク
ー
ル
は
規
模
や
活
動
内
容
が

様
々
で
あ
り
、
フ
リ
ー
ス
ク
ー

ル
の
出
席
を
学
校
の
出
席
と
認

め
る
た
め
に
は
一
定
の
要
件
を

満
た
す
必
要
が
あ
る
。

　
課
長
職　

イ
出
現
率
は
そ
う

な
っ
て
い
る
が
、
長
期
欠
席
で

は
小
中
学
校
と
も
少
な
い
。

　
教
育
長　

エ
か
つ
て
不
登
校

が
増
加
し
た
３
つ
の
波
が
あ
っ

た
。
小
金
井
市
教
育
委
員
会
と

し
て
は
、
学
力
の
向
上
と
い
う

言
葉
は
使
わ
な
く
な
っ
た
。
生

き
る
た
め
の
確
か
な
学
力
を
身

に
つ
け
さ
せ
る
と
し
て
い
る
。

夜
帯
に
開
局
し
て
い
る
薬
局
に

つ
い
て
市
報
に
掲
載
す
る
こ
と

を
求
め
る
。

　
部
長　

ア
医
療
提
供
体
制
の

整
備
は
重
要
と
考
え
て
い
る
。

イ
担
当
部
局
と
調
整
す
る
。

　

❸
本
年
学
校
プ
ー
ル
授
業
外

部
委
託
の
試
行
実
施
を
行
っ
た
。

ア
猛
暑
等
の
影
響
で
指
導
回
数

を
満
た
せ
な
か
っ
た
学
校
は
あ

る
か
。
イ
試
行
実
施
で
見
え
て

き
た
課
題
は
。
ウ
今
後
試
行
実

施
校
を
増
や
す
と
の
こ
と
だ
が
、

そ
の
他
の
学
校
の
猛
暑
対
策
も

急
務
で
あ
り
、
大
型
サ
ン
シ
ェ

ー
ド
設
置
等
の
処
置
を
求
め
る
。

　
部
長　

ア
満
た
な
か
っ
た
学

年
も
わ
ず
か
に
あ
っ
た
。
イ
移

動
時
間
が
あ
り
、
給
食
時
間
に

影
響
が
あ
っ
た
。
ウ
充
実
し
た

指
導
が
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
。

　

近
年
、
世
界
各
地
で
地
球
温

暖
化
に
よ
る
異
常
気
象
が
頻
発

し
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
温
暖
化

が
進
行
す
る
と
私
た
ち
の
市
民

生
活
に
大
き
な
影
響
が
出
る
。

気
候
変
動
に
よ
る
気
象
災
害
は

極
め
て
深
刻
で
身
近
に
迫
っ
た

脅
威
で
あ
り
、
ま
さ
に
気
候
危

機
と
い
え
る
。
国
や
東
京
都
は

石
炭
火
力
発
電
の
延
命
や
開
発

に
よ
る
緑
の
伐
採
な
ど
を
行
っ

て
お
り
、
気
候
危
機
対
策
に
逆

行
す
る
取
組
も
見
ら
れ
決
し
て

十
分
と
は
言
え
な
い
が
、
小
金

井
市
に
お
い
て
は
先
進
的
な
取

組
を
求
め
る
。
ア
２
０
２
２
年

１
月
に
「
小
金
井
市
気
候
非
常

事
態
宣
言
」
を
出
し
て
か
ら
市

政
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
た
か
。

　

❶
小
金
井
市
民
体
育
祭
ゴ
ル

フ
大
会
の
参
加
条
件
が
「
男
性

35
歳
以
上
、
女
性
20
歳
以
上
」

と
男
女
差
が
あ
る
と
市
民
か
ら

情
報
提
供
が
あ
っ
た
。
会
場
の

小
金
井
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
の

参
加
条
件
そ
の
ま
ま
で
あ
り
、

１
９
９
６
年
に
男
女
平
等
都
市

宣
言
、
２
０
０
３
年
に
男
女
平

等
基
本
条
例
を
定
め
た
本
市
主

催
の
大
会
参
加
条
件
と
し
て
極

め
て
不
適
切
で
あ
る
。
こ
れ
ま

で
長
く
同
条
件
で
実
施
さ
れ
て

き
た
が
今
後
は
変
え
て
い
く
と

市
長
は
明
言
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

　
市
長　

今
後
、
男
女
共
同
参

画
行
動
計
画
に
沿
っ
て
体
育
協

会
等
関
係
団
体
と
協
議
し
た
い
。

　

❶
ア
全
国
の
不
登
校
児
童
の

出
現
率
は
令
和
元
年
度
と
５
年

度
の
比
較
で
は
小
学
１
年
が
最

も
増
え
て
い
る
。
本
市
の
状
況

は
。
イ
保
護
者
グ
ル
ー
プ
等
の

情
報
に
必
要
時
に
ア
ク
セ
ス
で

き
る
工
夫
を
。
ウ
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
予
約
を
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
で
き
な
い

か
。
エ
別
室
指
導
教
室
が
な
い

学
校
の
支
援
は
。
学
童
保
育
所

の
育
成
室
は
利
用
で
き
な
い
か
。

　
部
長　

ア
本
市
で
も
６
倍
に

な
っ
て
お
り
同
様
の
傾
向
。

幼
・
保
・
小
連
携
の
充
実
を
図

る
。
イ
情
報
が
欲
し
い
と
き
に

取
り
出
せ
る
方
法
を
研
究
す
る
。

ウ
現
状
の
利
点
や
課
題
等
を
含

め
て
研
究
す
る
。
エ
一
人
ひ
と

り
の
児
童
・
生
徒
に
き
め
細
や

　

コ
コ
バ
ス
の
東
町
・
中
町
循

環
の
２
路
線
が
２
０
２
７
年
３

月
末
に
廃
止
す
る
と
京
王
バ
ス

か
ら
申
入
れ
が
あ
っ
た
。
コ
コ

バ
ス
は
市
民
に
と
っ
て
重
要
な

移
動
手
段
で
あ
り
、
存
続
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
ア
市
は
２
路

線
を
存
続
す
る
立
場
で
協
議
す

る
の
か
。
イ
全
国
、
東
京
都
内

で
も
運
転
手
不
足
が
問
題
と
な

っ
て
い
る
。
地
域
公
共
交
通
の

支
援
を
国
や
東
京
都
に
要
請
し

な
い
か
。
ウ
コ
コ
バ
ス
の
乗
降

客
数
を
増
加
さ
せ
る
た
め
、
シ

ル
バ
ー
パ
ス
の
使
用
、
他
市
の

よ
う
な
65
歳
以
上
の
免
許
返
上

者
へ
の
回
数
券
を
１
回
発
行
す

る
な
ど
工
夫
し
な
い
か
。
エ
ハ

ン
デ
ィ
サ
ポ
ー
ト
が
今
年
度
末

　

ア
市
立
保
育
園
の
保
護
者
４

人
か
ら
の
人
権
救
済
申
立
へ
の

見
解
は
。
イ
新
た
な
法
律
意
見

書
に
あ
る
よ
う
に
、
住
民
の
平

等
利
用
権
へ
の
抵
触
で
は
。
ウ

控
訴
せ
ず
確
定
判
決
に
よ
っ
て

違
法
・
無
効
と
さ
れ
た
募
集
廃

止
条
例
の
適
用
排
除
は
行
政
の

原
理
に
適
合
す
る
の
で
は
。
エ

判
決
を
重
く
受
け
止
め
る
の
で

は
。
オ
判
決
で
市
長
は
利
用
申

請
に
対
し
改
正
前
の
条
例
を
適

用
す
べ
き
だ
っ
た
と
判
示
さ
れ

て
い
る
。
カ
原
告
の
お
子
さ
ん

の
権
利
侵
害
を
続
け
て
い
く
の

か
。
キ
市
長
公
約
を
実
現
す
る

た
め
に
今
の
対
応
を
見
直
さ
な

い
の
か
。
ク
来
年
度
２
歳
児
募

集
廃
止
は
違
法
な
行
政
執
行
で

　

ア
多
く
の
児
童
生
徒
の
中
に

は
現
在
の
学
校
教
育
に
馴
染
む

こ
と
が
で
き
な
い
人
も
い
る
可

能
性
が
あ
る
。
そ
も
そ
も
不
登

校
は
悪
い
こ
と
な
の
か
、
解
消

す
べ
き
も
の
で
あ
る
の
か
。
イ

小
金
井
市
の
不
登
校
児
童
・
生

徒
数
は
東
京
都
や
全
国
と
比
べ

て
、
小
学
生
は
少
し
多
く
、
中

学
生
は
少
し
少
な
い
。
こ
の
結

果
に
対
す
る
見
解
を
求
め
る
。

ウ
公
立
小
中
学
校
に
代
わ
る
フ

リ
ー
ス
ク
ー
ル
を
注
目
す
べ
き

で
は
な
い
か
。
エ
我
々
議
員
が

理
解
す
べ
き
こ
と
、
ま
た
教
育

者
側
か
ら
分
か
っ
て
ほ
し
い
こ

と
は
あ
る
か
。

　
部
長　

ア
か
つ
て
は
、
不
登

校
は
望
ま
し
く
な
く
、
学
校
に

　

❶
ア
市
長
は
都
に
環
境
に
配

慮
し
た
道
路
整
備
を
求
め
る
べ

き
だ
が
見
解
は
。
イ
当
該
路
線

の
整
備
に
よ
り
、
近
隣
市
と
連

携
し
新
た
な
バ
ス
ル
ー
ト
の
開

設
が
考
え
ら
れ
、
本
市
の
発
展

に
必
要
不
可
決
だ
が
見
解
は
。

　
市
長　

ア
検
証
結
果
を
踏
ま

え
総
合
的
に
判
断
す
る
。
イ
都

市
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
重
要
だ

と
認
識
し
て
い
る
。

　

❷
医
薬
分
業
・
院
外
処
方
が

進
む
中
、
夜
間
当
番
の
薬
局
は

自
主
的
に
全
額
自
己
負
担
で
開

局
し
て
い
る
。
ア
市
民
に
安
定

し
て
処
方
で
き
る
よ
う
医
師
会

同
様
に
準
夜
帯
も
委
託
事
業
と

し
な
い
か
。
イ
市
民
の
利
便
性

向
上
の
観
点
か
ら
、
実
際
に
準

た
ゆ
久
貴

（
日
本
共
産
党
）

安
田
け
い
こ

（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）

水
谷
た
か
こ

（
こ
が
お
も
）

森
戸
よ
う
子

（
日
本
共
産
党
）

片
山
か
お
る

（
子
ど
も
の
権
利
）

斎
藤
康
夫

（
参
政
党
）

河
野
麻
美

（
自
民
党
・
信
頼
）

気
候
危
機
対
策
の

充
実
を
求
め
る

は
て
？
男
女
別
年
齢
制
限
／

図
書
館
で
託
児
サ
ー
ビ
ス
を

不
登
校
支
援
の
充
実
／
子
育

て
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
導
入
を

コ
コ
バ
ス
東
町
・
中
町
循
環

の
存
続
を

市
に
よ
る
子
ど
も
へ
の

人
権
侵
害
は
や
め
る
べ
き

公
立
小
中
学
校
の

不
登
校
対
策

３・４・11
号
線
／
薬
局
準
夜

調
剤
／
学
校
プ
ー
ル
授
業
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https://www.city.koganei.lg.jp/shisei/gikaijimukyoku/teireirinji/reiwa6_gikai/reiwa6_shing/index.html

視覚に障がいのある方へ
「声の議会だより」をご利用ください

　視覚に障がいのある方を対象に、ＣＤ及びデイジーＣＤに市議会だ
よりの内容を音声で収録した「声の議会だより」をお届けしています。
　ご家族やお知り合いで視覚に障がいのある方がいましたら、ご利用
をお勧めください。ご希望の方は、電話で議会事務局へお申し込みく
ださい。
　なお、収録はボランティアグループの「小金井市対面朗読の会」の
ご協力をいただいています。
【対　象】
　原則として障害者手帳１～６級の視覚障がいのある方（対象者以外
でも、図書館本館でご利用いただけます）
【申　込】
　議会事務局（市役所本庁舎４階）
　☎ 042－387－9947

国分寺市の託児付き図書館
サービスのチラシ


